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Basic fibroblast growth factor (bFGF)の中枢神経を介する抗潰瘍作用と
胃排出遅延作用

奥村利勝、上原 聡、北守 茂、谷口由輝、渡辺泰男、並
木正義



Ｉ

J､SmoothMuscleRes’２７(4)１９９１

Basicfibroblastgrowthfactor（bFGF）の中枢神経系を
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bFGFの胃排出能に及ぼす効果についても併せ

て追究した．緒言

Basicfibroblastgrowthfactor（bFGF）は

アミノ酸146個からなるポリペプチドであり，

種々の細胞増殖に関与することが知られてい

る．またｂＦＧＦは中枢神経系にも存在すること

が明らかにされているが，中枢に存在する

bFGFの生理的役割についてはほとんど明らか

にされていなかった．

この点に関して，我為は最近ｂＦＧＦが中枢神

経系に作用して胃酸・ペプシン分泌を抑制する

ことを見いだした（Okumuraeta1.,1991)．本

研究では，更にｂＦＧＦが胃潰傷形成に影響を及

ぼすか否かについて検討した．また胃潰傷形成

に重要な役割を果たす胃運動を評価するため，

方法

体重が約2009のWistar系雄性ラットを２４

時間絶食させた後,実験に用いた．まず,ｂＦＧＦ

の実験漬傷形成に及ぼす影響をみた。ラットを

軽いエーテル麻酔下に脳定位固定装置に装着

し，種向の濃度のヒト遺伝子組承換え型ｂＦＧＦ

を大槽内または腹腔内に投与した．投与後，既

報（奥村ら，１９９０；Ｏｋｕｍｕｒａｅｔａ1.,1991）に

準じて①水浸拘束ストレス負荷（23℃),②

大槽内thyrotropin-releasinghormone(ＴＲＨ，

1ug/5ｕｌ/rat)注入を行った.水浸拘束ストレス

5時間後またはＴＲＨ投与４時間後にラットの
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および水浸拘束ス
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ｂＦＧＦ（l｣g/ral）

図１．ｂＦＧＦの大槽内投与のＴＲＨ潰傷（図１Ａ）

ぼす影響．各値はmean±ＳＥＭ（Ｎ＝8-10)．
＊ｐ＜0.01．＊＊ｐ＜0.01.
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トレス潰蕩（図１Ｂ）の形成に及
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